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入試年度 2025 年度 

入試区分 学校推薦型選抜 

科目 化学 

出題の意図 本学のアドミッションポリシーに基づき，歯科医学を学ぶた

めに必要となる基礎的な自然科学の理解力と学習到達度を評

価することを目的として出題した。問題は，高等学校化学で

学習する理論化学・無機化学・有機化学の基本事項につい

て，用語の理解，化学反応の記述，計算力および実験結果の

考察力を総合的に判定できるよう構成した。特に，気体の性

質，溶液の濃度計算，有機化合物の識別など，高等学校にお

ける標準的な内容に関する基礎的知識の定着度を重視した。 
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① ① ⑨/⑩ ⑩/⑨ ⑪ ⑪ ⑭ ⑱ 
ドライアイス 

CaCO3 ＋ 2HCl → CaCl2 ＋ H2O ＋ CO2 

CO2 ＋ H2O ⇄ H＋ ＋ HCO3
－ 

2NaOH ＋ CO2 → Na2CO3 ＋ H2O 

Ca(OH)2 ＋ CO2 → CaCO3＋ H2O 

CaCO3 ＋ CO2 ＋ H2O ⇄ Ca2＋ ＋ 2HCO3
－ 

元素のいろいろな性質《2》が原子番号とともに《2》周期的に変化《1》すること 

濃硝酸《2》と濃硫酸《2》の混合物《1》 

酸から生じた陰イオン《2》と塩基から生じた陽イオン《2》から生成された化合物《1》 

空気中で《2》容易にさびる《3》金属 

分子式が同じ《2》であっても構造が異なる《2》化合物《1》 

濃硫酸 1 L 中の硫酸の質量を m[g]とすると、0.96＝m[g]/(1000[cm3]×1.8[g/cm3])より、m＝1728 g 

  その物質量は 1728/98.0＝17.6 mol → 18 mol 

18 mol/L 

[分子量]ｇ＝1 mol の質量、1 mol の気体の体積は 0℃，1.013×105 Pa の下では 22.4 L 

この気体 1 mol の質量は 2.5[g]×(22.4[L]/2.0[L])＝28 g 
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付加反応 

CH3CH2OH ＋ CH3CH2OH → CH3CH2－O－CH2CH3 ＋ H2O 

CH3COOH ＋ CH3CH2OH → CH3－COO－CH2CH3 ＋ H2O 

＝

解答例


